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ホームページからも視聴できます。
⬅議会中継へ

分かりやすく伝わる誌面に
なっていますか？
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只見町愛と復興

みんなで復旧祝った布沢「春待ち橋」
Ｐ７に関連記事



八十里越に生息している貴重な動物

2

只見町議会では、直面する重要課題について全員協議
会「政策研究会」の中で協議が進められています。今回は、
①「八十里越」開通工事に向けた叶津住民説明会の内容、
②道の駅計画の答申、③議員のなり手不足を今後どう解消
するかなどが話し合われました。

　　　　　「八十里越」事業概要説明会
　国、新潟県、福島県による国道 289 号「八十里越」の事
業概要説明会が開催された。両市町議会、執行部が参加した。
なお、期成同盟会総会も当日開催された。

日時　　令和元年 7月 18 日〜 19 日
場所　　季の郷　湯ら里

あと4年
叶津地区で計画説明会

①地元の夢「八十里越」

全　員
協議会

住
民
の
悲
願
で
あ
る
国

道
２
８
９
号「
八
十
里
越
」

の
改
良
工
事
の
完
了
が
あ

と
４
年
に
迫
っ
た
。
当
国

道
は
、
福
島
県
の
南
部
軸

に
当
た
る
重
要
路
線
に
位

置
付
け
ら
れ
、
今
後
の
地

域
経
済
の
活
性
に
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
只
見
町
の
玄
関
口
と

な
る
入
叶
津
集
落
へ
の
道

路
計
画
説
明
会
が
福
島
県

と
只
見
町
に
よ
っ
て
行
な

わ
れ
、集
落
の
安
全
対
策
、

新
た
な
宅
地
の
確
保
、
今

後
の
除
雪
の
拠
点
整
備
計

画
な
ど
が
示
さ
れ
た
。
今

後
、
第
２
回
目
の
説
明
会

が
予
定
さ
れ
る
。
議
会
も

４
年
後
の
開
通
に
向
け
全

力
を
尽
く
し
て
い
く
。

集
落
の
安
全
対
策
な
ど
を
説
明

自
然
を
守
り
な
が
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る

令和元年

あらまし



地元野菜が並ぶ日も

全員協議会「政策研究会」で協議されている

3

「
道
の
駅
」
計
画
に
つ

い
て
、
審
議
会
の
答
申
を

踏
ま
え
た
基
本
構
想
案
が

示
さ
れ
た
。
議
会
は
、
建

設
計
画
と
同
時
に
運
営
母

体
の
検
討
や
ス
タ
ッ
フ
の

人
材
確
保
を
急
ぐ
べ
き
と

し
た
。
ま
た
、
商
業
地
域

に
商
業
施
設
を
建
設
す
る

問
題
な
ど
が
意
見
と
し
て

出
さ
れ
た
。
今
後
更
に
協

議
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　

議
員
や
地
域
力

の
低
下
が
原
因
の
一
つ
と

さ
れ
て
い
る
。
住
民
と
と

も
に
歩
む
議
会
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
　
　
　

報
酬
の
低
さ
に

加
え
、
定
数
削
減
で
当
選

ラ
イ
ン
の
上
昇
も
原
因
と

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

高
齢
化
等
に
よ

り
地
域
の
立
候
補
予
備
軍

が
減
少
し
、
議
員
候
補
が

限
ら
れ
て
い
る
現
状
が
あ

る
。

　
　
　
　

兼
職
・
兼
業
な

ど
の
法
規
制
か
ら
立
候
補

で
き
な
い
現
状
が
あ
る
。

原
因
１

原
因
２

原
因
３

原
因
４

　
　
　
　

例
え
ば
、
定
数

半
減
で
報
酬
を
増
や
す
。

一
見
住
民
理
解
が
得
や
す

い
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
、

定
数
は
そ
の
町
の
住
民
自

治
を
行
な
う
の
に
必
要
な

議
員
の
数
で
報
酬
と
は
別

に
議
論
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
　
　
　

行
政
改
革
は
削

減
と
効
率
性
を
ど
う
実
現

す
る
か
だ
が
、
議
会
改
革

は
住
民
自
治
を
充
実
さ
せ

る
た
め
の
議
会
の
機
能
を

ど
う
高
め
る
か
の
視
点
で

議
論
が
必
要
で
あ
る
。

視
点
１

視
点
２

　

議
員
定
数
は
、
自
治
体

が
自
ら
の
責
任
で
決
め
る

今
後
ど
う
い
う
議
会
で
あ

る
べ
き
か
。「
議
会
の
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
示
し
、
町
民

と
議
論
し
な
け
れ
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

過去の反省を踏まえて
　過去に「道の駅計画」がストッ

プした反省を踏まえ、まず計画段階から運
営に携わる人材確保を優先すべき。担当委
員会では地域おこし協力隊も方法の一つと
している。

議会の
視点 ②「

道
の
駅
」計
画

審
議
会
が
答
申

女性や若者が参加できる議会に
③議員のなり手不足を考える

全国的課題となった議員
の「なり手不足」、今２つ
の意味から定数や報酬の
あり方が問われています。
１つは、議会活動が住民に
見えづらく不要論の立場か
ら定数削減が主張されてい
る。もう１つは、住民自治
を活性化させ持続可能な地
域を目指すための定数や報
酬を考える視点。

問われるなり手不足
な
ぜ
、「
な
り
手
不
足
」

大
切
な
視
点

こ
れ
か
ら



只見産米の 6 次化が待たれる

4

ブランド戦略米の

議会の視点

　米の食味向上の努力が実りうま
い米が採れるようになった。もっ
と積極的なブランド戦略が必要だ

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
商
品
づ
く
り

6 月
会議

６
月
会
議
は
5
日
に
第
1
回
会
議
が
開

会
さ
れ
、
民
具
収
蔵
庫
新
築
工
事
予
算
、
除

雪
車
両
の
購
入
、
湯
ら
里
の
送
迎
バ
ス
購
入

の
契
約
議
決
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
11

日
か
ら
14
日
ま
で
は
第
2
回
会
議
が
開
会
さ

れ
、
特
に
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
①
米

一
般
会
計
補
正
予
算
の

う
ち
、
農
業
振
興
費
と
し

て
只
見
産
米
の
販
売
強
化

の
た
め
の
委
託
料
が
可
決

さ
れ
た
。

只
見
産
米
の
消
費
拡
大

へ
向
け
た
Ｐ
Ｒ
強
化
が
ね

ら
い
。
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
で
生
産
さ
れ
る
良
質

な
お
い
し
い
お
米
と
し
て

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。
お
米
マ

イ
ス
タ
ー
を
招
い
て
、
お

い
し
い
炊
き
方
、
加
工
、

六
次
化
商
品
の
開
発
等
の

講
習
、
講
座
等
を
計
画
す

る
。ま

た
、
地
産
地
消
と
し

て
町
内
の
飲
食
店
等
に
只

見
産
米
を
使
用
し
て
い
た

だ
き
、
生
産
者
の
顔
が
見

え
る
お
米
と
し
て
店
内
ポ

ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
と
共
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
。
東
京
な
ど
で
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、
Ｐ
Ｒ

活
動
も
併
せ
て
行
な
う
予

定
。

次のとおり、工事請負契約などを議決した。
民具収蔵庫新築工事費	 4億4895万円
除雪ドーザ購入費	 2052万円
ロータリ除雪車購入費	 4147万円
小型バス購入費	 885万円

契約議決
意見書採択

　新たな過疎対策法の制定に関する意見書が提出され
た。過疎地域が果たしている多面的・公共的機能を今
後も維持してくためには引き続き過疎地域に対しての
総合的かつ積極的な支援を充実・強化し、住民の暮ら
しを支えていく政策を確立・推進することが重要であ
るが、現行の「過疎地域自立促進特別措置法」は令和
３年度末を持って失効するため、新たな過疎対策法の
制定を強く要望する。

の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
、
②
災
害
復
旧
の
在
り
方
、

③
こ
ぶ
し
苑
の
新
調
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
質

疑
が
集
中
し
ま
し
た
。
一
部
に
反
対
討
論
も

あ
り
ま
し
た
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。



これからもあたたかい給食を
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こぶし苑 などの給食

集
落
任
せ
で
い
い
の
か

町
・
見
直
す
意
向

議会の視点
　今回の災害復旧補正予算審議で、29年
災で被災した布沢の「川和久橋」の反省
から、従来の集落発注での復旧のあり方
に意見が出され、今後再検討すべきとした。

　

町
は
、８
年
前
の
新
潟
・

福
島
豪
雨
災
害
以
来
、
早

期
の
復
旧
を
目
指
す
た
め

に
、
原
則
集
落
区
長
の
発

注
を
基
本
と
し
て
災
害
復

旧
に
当
た
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
先
の
７
．
18
災
害

で
被
災
し
た
布
沢
の
集
落

橋
を
復
旧
さ
せ
る
際
、
県

と
の
協
議
、
膨
大
な
資
料

の
提
出
、
技
術
者
の
課
題

な
ど
集
落
対
応
に
困
難
が

生
じ
た
こ
と
か
ら
、
議
会

の
意
見
に
町
当
局
も
見
直

す
意
向
を
示
し
て
い
る
。

　29年7.18災害で被災した布沢
の旧「川和久橋」が名称を「春
待ち橋」に変え復旧した。渡橋
式には大勢の区民が完成を祝っ
た。対岸には、桜の苗木60本が
植えられ、カタクリの丘ととも
にむらづくりの拠点が完成した。

町の視点
　給食は一時もストップがで
きない。人手不足の中で長期
的な安定策として機械導入を
決定した。

こ
ぶ
し
苑
な
ど
の
給
食

を
委
託
し
て
い
た
業
者
か

ら
人
手
不
足
を
理
由
に
撤

退
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、

調
理
専
門
ス
タ
ッ
フ
で
な

く
と
も
給
食
を
提
供
で
き

る
最
新
の
調
理
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
予
算
が
可
決

さ
れ
た
。
冷
凍
の
食
材
を

利
用
す
る
こ
と
で
人
手
不

足
に
対
応
し
て
い
く
。
今

後
、
こ
ぶ
し
苑
、
診
療
所
、

あ
さ
ひ
ヶ
丘
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
利
用
さ
れ
る
。

新 調理業務へ移行

災害復旧

早
期
復
旧
の
た
め
取
っ
た
措
置
だ
っ
た
が
…

医療給付費分で値上げ
　医療給付費分の所得割0.46％、均等割（1人当たり）700円、平
等割（世帯）400円の値上げが提案され、賛成多数で可決された。

　値上げにより年金生活者は所得が減り生活を圧迫する。基金
1億円の一部を有効活用し、今生きている町民の負担軽減を図
ること。

反対討論
山岸国夫 議員

国保税条
例
改
正



看護師不足で入院制限が続く診療所

地域行事にも参加している外国人研修生

6

持ち帰り議論
町民の声

　医師が1名減り、看護師不足で入院できなく
なるという話を聞く。町民の最大の関心事だ。
住民説明が無いまま経営方針を変えるのは理解
できない。議会としてしっかり対応してほしい。

入
院
制
限
こ
の
ま
ま
続
く

可
能
性
…

　

只
見
町
は
か
つ
て
医
師

不
在
を
経
験
し
て
い
る
。

議
会
は
そ
の
反
省
と
、
想

定
さ
れ
る
看
護
師
不
足
を

危
惧
し
、
昨
年
6
月
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
12
月

に
総
合
医
療
機
関
と
し
て

の
診
療
所
の
あ
り
方
や
職

員
確
保
な
ど
に
つ
い
て
報

告
書
を
取
り
ま
と
め
た
。

現
在
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
を

い
ち
早
く
解
消
す
る
た

め
、
看
護
師
の
早
急
な
確

保
を
求
め
て
い
る
。

看護師不足は町民最大の関心事
全員協議会、担当委員会で徹底議論

3月県に緊急要望・現在も公募中

意見

意見

対応

対応

結果

結果

多
文
化
共
生
推
進
協
議
会

設
置

　

こ
の
件
は
、「
要
望
書
」

が
町
に
出
さ
れ
て
い
た

が
、
議
会
と
の
懇
談
会
の

席
で
も
小
林
区
よ
り
要
望

が
出
さ
れ
た
。
内
容
は
、

町
の
受
け
入
れ
基
本
方

針
、
連
携
体
制
、
情
報
提

供
な
ど
を
求
め
る
も
の
。

こ
れ
を
受
け
町
は
、「
多

文
化
共
生
推
進
協
議
会
」

を
設
置
し
た
。

外国人研修生歓迎 町の受け入れ方針を
小林区から町に要望書提出

町は、多文化共生推進協議会を設置

町民の声
　４月から改正入管難民法が
施行され、若者が海外から
やってくる。その受け入れ集
落や住民の対応について、町
の方針を示して欲しい。



対策が急がれる危険空き家
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その後どうなった。住民懇談会の意見

　

6
月
9
日
、
29
年
災

害
で
壊
れ
た
布
沢
の
旧

川
和
久
橋
が
復
旧
し
区

民
感
謝
の
集
い
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。今
後
は
、

橋
と
一
緒
に
耕
作
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
対
岸
の

農
地
も
復
旧
し
ま
す
。

集
い
は
、
渡
橋
式
の
後

森
林
の
分
校
で
行
な
わ

れ
、
餅
ま
き
な
ど
大
勢

で
祝
い
ま
し
た
。
本
当

に
良
か
っ
た
。
心
か
ら

の
笑
顔
の
一
枚
で
す
。

表
紙
の
写
真

布沢区民
感謝の集い

追 跡

　

担
当
委
員
会
の
テ
ー
マ

と
し
て
調
査
が
続
け
ら
れ

て
い
る
。空
き
家
対
策
は
、

国
も
解
消
や
利
活
用
を
進

め
て
い
る
が
、
現
在
、
全

国
の
市
町
村
で
は
法
に
沿

っ
た
条
例
改
正
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
当
町
も
そ
の

最
中
に
あ
る
。
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
の
町
と
し
て

景
観
悪
化
も
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
調
査
を
継
続
し
な

が
ら
早
急
な
具
体
策
を
進

め
て
い
く
。

危険空き家の早期対策を、景観の悪化も
常任委員会の研究テ―マに

町条例改正で総合的な対策検討

町民の声
　集落内の危険空き家に困っ
ている。子ども達の通学に危
険もある。町の対応もなか
なか進まない。議会としても
しっかり取り組んでほしい。

次の改選まで議会改革を
政策研究会のテーマとして議論スタート

住民にも問いかけ、年内目途に結論

町民の声
定数増の改革はできないのか
　議員の定数削減で「なれ合い政治」の指摘もある。
大事なことは、多様化した地域課題にどう対応するか。
若手や女性議員をどう増やすか。なり手不足の解消を
どうするかだ。集落課題が増えた今、定数増を含めた
改革はできないか。

　

人
口
減
少
で
地
域
課
題

が
多
様
化
す
る
中
、
議
会

と
し
て
の
役
割
・
機
能
を

ど
う
高
め
て
い
け
ば
い
い

の
か
。
な
り
手
不
足
の
解

消
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い

け
ば
い
い
の
か
な
ど
、
議

会
改
革
の
視
点
で
議
論
が

始
ま
っ
た
。
今
後
、
住
民

に
も
問
い
か
け
年
内
目
途

に
結
論
を
得
て
い
く
。（
Ｐ

３
全
員
協
議
会
記
事
参
照
）

貴重な町民の声
意見

対応

結果

意見

対応

結果



南会津の議員が一同に会して行なわれる

千葉県柏市

長野県辰野町

急カーブで危険な明和橋付近

8

要
望
箇
所

郡議員
大 会

「
八
十
里
越
」開
通
後
の
安
全
対
策

国
・
県
道
の
改
良
を
継
続
要
望

7月3日、南会津町・御蔵入交流館文化ホールにおいて
南会津地方町村議会議員大会が開催され、郡内各町村の要
望事項が可決されました。当町では昨年に引き続き、「八十
里越」の開通に向け、未改良区間の整備促進と、県道小林
～舘ノ川線の未改良区間の整備と通年通行の確保を強く要
望し、満場一致で議決されました。

　

国
道
２
８
９
号
「
八
十

里
越
」
の
開
通
を
間
近
に

控
え
、
町
内
の
国
道
に
は

歩
道
の
未
整
備
区
間
や
、

道
路
幅
員
が
狭
く
交
通
量

が
増
え
た
際
に
歩
行
者
の

安
全
が
脅
か
さ
れ
る
区
間

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
下
記

の
事
項
を
要
望
し
た
。
ま

た
、
県
道
の
小
林
～
舘
ノ

川
線
は
、
２
８
９
号
線
の

大
切
な
迂
回
路
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
町
内
の
集

落
を
結
ぶ
重
要
な
生
活
路

線
で
も
あ
る
た
め
、
防
雪

施
設
の
整
備
を
進
め
、
通

年
通
行
の
確
保
を
図
る
こ

と
、
小
林
～
亀
岡
間
の
未

改
良
区
間
の
早
期
改
良
を

要
望
し
た
。

国道289号「八十里越」

＊舘ノ川地内の改良整備
＊黒谷化ケ地内の改良整備
＊明和橋の架け替え整備
＊入叶津から只見区中心部へ抜け
る「只見トンネル」の早期実現

県道小林～舘ノ川線

＊小川〜熊倉間の防雪施設整備と
通年通行の確保

＊小林〜亀岡間の改良整備

三　条 只　見

希望の「道」

いわき

議長動静 4月15日　只見町納税貯蓄組合連合会総会／平成31年度総会が開催され、上福井第一納税貯蓄組合長、大倉広田面納税貯蓄組合長が永年組合長として表彰さ
れました。納税は国民の義務でありますが、納税者の貴重なお金を無駄なく町民福祉や町づくりのため、より有効に活用すること。議会審議に留意しなければ…。



千葉県柏市

長野県辰野町
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視 察

柏市との経済交流を
拡大
７月４日～５日
千葉県柏市

経験豊かな
事務長の存在
６月２７日～２９日
長野県辰野町

経 済
文 教
常任委員会

総 務
厚 生
常任委員会

　千葉県柏市とは、今
年の11月でふるさと交

流都市提携締結から25年のお付き合い
になる。今回の行政視察では、これま
での交流の経過を踏まえ、今後の人的・
経済的交流のあり方を調査する。

　朝日診療所は、昨年
から看護師不足で、現

在入院制限をしている。他の医療機関
での看護師確保を調査する。

　この25年間、絶えず
交流を促進してきては

いるものの、形骸化と関係者の高齢化
による鈍化は否めない。今後は若い世
代の交流が活発になるよう、山村教育
留学制度などをセールスしてきた。ま
た、道の駅も計画中であることから、
冬期間に柏市の商品をご提供いただけ
る可能性についても調査した。

　入院ベット数100床、
医師８名、看護師77名、

売上21億。常に近郷の看護師情報を豊
富に持ち、不足に対応できる経験豊か
な事務長の存在が大きい。当町も事務
スタッフの強化と腰をすえて働く事務
長の配置が必要。

視察の目的 視察の目的

ま  と  め ま  と  め

どう活かす？行政視察

議長動静 4月25日　只見町森林組合第50回通常総代会／第50回通常総代会が只見振興センターで盛大に開催されました。広大な森林を保有
する只見町にとって森林の利活用は大きな課題です。今後、新しい役員体制の下、さらなる事業展開に期待しています。



少ない体制で日々頑張っている朝日診療所

只見町議会をもっと身近に
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委員会
調　査

　

昨
年
６
月
か
ら
12
月
ま

で
の
朝
日
診
療
所
特
別
委

員
会
、
そ
の
後
は
全
員
協

議
会
や
総
務
厚
生
常
任
委

員
会
に
お
い
て
当
局
と
の

協
議
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。
年
齢
制
限
を
大
幅
に

緩
和
し
た
公
募
が
行
な
わ

れ
て
い
る
が
看
護
ス
タ
ッ

　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

で
は
、
新
し
い
広
報
・
広

聴
の
あ
り
方
を
研
究
し
て

い
る
。
従
来
の
議
会
広
報

誌
の
発
行
と
議
会
報
告

会
、
一
般
会
議
に
加
え
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
）
を
活
用
し
た
広
報
広

聴
に
つ
い
て
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。
具
体
的
に
は

只
見
町
議
会
の
フ
ェ
イ
ス

診
療
所
看
護
ス
タ
ッ
フ

計
画
通
り
集
ま
ら
な
い

総 務
厚 生
常任委員会

広 報
広 聴
常任委員会

ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
作
成

し
、
議
会
だ
よ
り
の
内
容

を
項
目
ご
と
に
配
信
す
る

と
い
っ
た
方
法
が
考
え
ら

れ
る
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
双
方

向
性
に
も
期
待
し
て
お

り
、町
民
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
感
想
も
随
時
受
け
付
け

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

今
後
、
運
用
方
法
な
ど
実

現
に
向
け
協
議
し
て
い
く
。

フ
は
計
画
ど
お
り
集
ま
ら

な
い
。
入
院
は
ほ
ぼ
半
数

に
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
く

今
後
固
定
化
す
る
心
配
も

あ
る
。
委
員
会
で
は
、
看

護
師
確
保
の
た
め
事
務
局

体
制
の
強
化
を
求
め
て
い

る
。

新しい広聴のあり方
若者世代の意見をどう捉えるか

事
務
局
体
制
の
強
化
を

広
報
広
聴
の
新
し
い
形
を
模
索

議長動静 4月27日　国道252号六十里越雪割り街道「只見〜魚沼間」再開通記念式典／再開通記念式典が只見ダム湖畔で開催されました。
例年になく浅雪で5月の連休前に開通されたことは、本町の経済活動に好影響を与えてくれるものと期待しています。



町は交流人口が増えつつある
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陳情

経 済
文 教
常任委員会

湯ら里の改修計画
増加する宿泊客の受け皿に

　

只
見
町
は
、
宿
泊
人
口

を
増
や
す
た
め
受
け
入
れ

体
制
の
整
備
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
受
け

皿
と
な
る
「
湯
ら
里
」
の

果
た
す
役
割
は
大
き
く
、

建
設
20
年
以
上
が
経
過
し

た
町
の
交
流
拠
点
の
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
３

月
「
交
流
施
設
特
別
委
員

会
」
が
最
終
報
告
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
後

の
協
議
は
担
当
委
員
会
に

引
き
継
が
れ
、
現
在
委
員

会
で
は
、
今
後
の
交
流
目

標
や
受
入
れ
体
制
の
現
状

と
課
題
の
整
理
、
そ
の
上

で
協
議
を
急
ぐ
べ
き
と
し

て
い
る
。
既
に
南
会
津
町

で
は
、
既
存
施
設
の
改
修

に
着
手
し
て
お
り
、
町
長

は
年
内
に
方
向
性
を
決
め

た
い
と
し
て
い
る
。

交
流
目
標
や
課
題
の
整
理
を

議会運営委員
政策研究会の
開催を決定

　５月９日の会議で、全員協議会（政
策研究会）で今後下記を協議していく
ことが決定された。

◆議員の政治倫理について
◆議会機能と議員定数について
◆議会運営のあり方について
◆町政の現状の課題について

　経済文教常任委員会に付託さ
れ、６月20日の審議で委員会審査
が終了した。なお、今後本会議で
採決される。委員会での審議結果
は以下のとおり。

請願件名 請願者 審議結果

教職員の長時間過密労
働の解消に向けた意見
書提出を求める請願書

福島県教職員組合南会津支部
支部長　渡部　秀和

委員会としては、県、町
の教育現場でも教職員定数
や、少人数学級編成の見直
しが必要と認識し、採択す
べきものと決定した。

「令和２年度及び復興・
創生期間後も国の『被
災児童生徒就学支援等
事業』の継続と被災児
童生徒の十分な就学支
援を求める意見書」の
提出を求める請願書

福島県教職員組合
中央執行委員長　角田　政志

委員会としては、現在も避
難生活を送っている子ども
たちがいる状況からも、就
学支援事業の継続は必要と
判断し、採択すべきものと
決定した。

「ふくしま学力調査」中
止の意見書提出を求め
る請願書

福島県教職員組合南会津支部
支部長　渡部　秀和

委員会としては、請願書の
内容の事実確認が出来な
かったこと、本町では有意
義に活用していることなど
から、中止の必要はないと
判断し、不採択すべきもの
と決定した。

議長動静 4月28日　只見町消防団春季検閲式／消防団春季検閲式が只見振興センター前広場で挙行されました。通常点検、機械器具点検、分列行
進など、日頃の訓練の成果が披露され大変頼もしく感じました。町民の生命と財産を守る大事な仕事を担って頂き、誠に有難うございます。



町
を
想
い
９
名
が

町
を
想
い
９
名
が

町
政
を
問
う

一般質問一般質問

議員が行政全般（役場の仕事全般）に対して、方針
をただしたり政策の提言などを行うことです。

一般質問とは

教えて！議会のこと

ブナりん

イワっぺ

アカショウちゃん

只見町キャラクター ©Tadami

ブナりん　議会改革を議論し

ているって聞いたけど。

議長　議員のなり手不足が全

国的に問題になっているのは

知っているよね。

アカショウちゃん　知って

いるよ。だけど只見町と関

係あるの？

議長　議員は多くの町民の代表者として、

町長が提案する町の予算、条例、契約などを

決定することと、町に政策を提言していくこ

とは知っているよね？

イワっぺ　どういう関係あ

るの？

議長　これまで、議会活動に活かすために

県の議員研修会・委員会の視察も年一回実

施してきたんだ。さらに、これからの議会の

あり方や若い人を議員に迎えるためにどの

ようにしたらいいのか、議員定数と議員報

酬、議員の研修などについて関係する文献

を参考に全員協議会で勉強しているところ

だよ。

ブナりん　そうなんだ！！

議員も大変だけど町民の声を大切にして頑

張ってね！

Vol.20

『議会改革』って
なあに？

みんなに代わって只見町のキャラクターたちが聞いてくれました。

只見町議会中継は、
只見町議会ホームページから
視聴できます。

12議長動静 5月8日　内堀知事来町／内堀知事が来町され、平成30年度大規模改修整備された奥会津ただみの森キャンプ場を視察されました。そ
の折、町長、教育長等と只見町の地域課題として、JR只見線の復旧、国道289号の整備、只見高校の存続などについて要望しました。



町
を
想
い
９
名
が

町
を
想
い
９
名
が

町
政
を
問
う

一般質問一般質問

議員が行政全般（役場の仕事全般）に対して、方針
をただしたり政策の提言などを行うことです。

一般質問とは

13

■ 佐藤　孝義	 …………………… 14
	 小学校統合の検討は
■ 大塚純一郎	 …………………… 15
	 塩沢駅を河井記念館前に
■ 藤田　　力	 …………………… 16
	 自然ガイドの増員組織化を
■ 鈴木　　征	 …………………… 17
	 只見地区のほ場整備計画は
■ 目黒　仁也	 …………………… 18
	 危機感で『攻めの行政』を
■ 鈴木　好行	 …………………… 19
	 只見駅の整備、改修計画は
■ 酒井　右一	 …………………… 20
	 医療現場の危機を問う
■ 山岸　国夫	 …………………… 21
	 給食に地元産食材を
■ 目黒　道人	 …………………… 22
	 観光ドメイン町管理へ

議長動静 5月15日　県議会企画環境委員会只見線現地調査に来町／福島県議会の企画環境委員会一行が来町されました。只見線の復旧の現状
を調査されたのち、只見町役場において県議会、県準備室、地元関係者による意見交換や今後の対策等が協議されました。
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小学校統合の検討は
答 慎重に検討

問
町
内
全
体
の
公
共

施
設
の
見
直
し
と

空
き
家
を
含
む
住
宅
問
題

解
決
を
進
め
る
た
め
に
、

外
部
有
識
者
を
入
れ
た
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て

は
ど
う
か
。

答
只
見
町
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画

の
中
で
、
公
共
施
設
等
の

再
配
置
に
つ
い
て
協
議
す

る
只
見
町
地
域
計
画
審
議

会
条
例
を
定
め
て
あ
り
、

空
き
家
関
係
も
必
要
な
時

期
に
外
部
有
識
者
を
含
め

て
検
討
し
て
い
く
。

問
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
生
き
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
重
要

な
課
題
と
し
て
取
り
組
む

べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の

見
解
は
。

答
基
本
は
昨
年
の
単

年
度
事
業
で
あ

り
、
本
年
度
は
、
第
７
次

振
興
計
画
の
３
年
経
過
後

の
評
価
検
証
の
年
に
あ
た

る
た
め
、
昨
年
度
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
作
成

し
た
資
料
を
活
か
し
、
各

課
連
携
の
も
と
、
別
の
形

で
は
あ
る
が
、
効
率
・
効

果
的
に
評
価
検
証
を
行
な

い
、
新
た
な
事
業
展
開
を

検
討
し
て
い
く
。

佐
さ

藤
と う

孝
た か

義
よ し

議員

問
町
内
児
童
の
急
激

な
減
少
か
ら
、
統

合
を
検
討
す
る
時
期
が
来

て
い
る
と
考
え
る
。
今
年

度
町
内
３
小
学
校
の
学
年

別
児
童
数
と
０
歳
児
か
ら

来
年
度
入
学
予
定
児
ま
で

の
人
数
を
表
で
示
せ
。

答
人
数
は
表
の
と
お

り
。

問
大
規
模
校
と
小
規

模
校
と
の
基
準
は

あ
る
の
か
、
あ
る
と
す
れ

ば
教
員
人
数
等
、
規
制
は

あ
る
の
か
。

答
法
令
上
、
学
校
規

模
の
標
準
は
、
学

級
数
に
よ
り
設
定
さ
れ
て

お
り
、
小
・
中
学
校
と
も

に
「
12
学
級
以
上
18
学
級

以
下
」
が
標
準
で
、
下
回

る
と
標
準
規
模
未
満
の
学

校
と
な
る
。
ま
た
、
弾
力

的
特
例
も
あ
る
。
教
員
定

数
は
、
小
学
校
の
場
合
、

養
護
教
諭
を
除
い
て
12
学平成 31 年 4 月現在

級
で
15
人
、
６
学
級
で
９

人
、
３
学
級
で
５
人
と

な
っ
て
い
る
。

問
併
せ
て
３
保
育
所

の
統
合
も
検
討
が

必
要
だ
と
思
う
が
い
か
が

か
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
生
き
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
重
要
な
課
題
と
し

て
取
り
組
む
べ
き
と
思
う

が
町
長
の
見
解
を
問
う
。

答
通
学
距
離
や
地
域

の
活
性
化
へ
の
影

響
等
の
課
題
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
町
立
小
学

校
の
あ
り
方
検
討
懇
談
会

の
報
告
を
踏
ま
え
て
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
。ま
た
、

保
育
の
あ
り
方
等
も
、
年

内
に
は
保
護
者
向
け
意
向

調
査
を
実
施
し
、
今
後
の

方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
。

公
共
施
設
の
再
配
置
計
画
を

答 

審
議
会
で
検
討

　
只見小学

校区
朝日小学

校区
明和小学

校区
合計

６年生 　８ １０ １０ ２８

５年生 １１ １２ １２ ３５

４年生 １２ 　５ 　９ ２６

３年生 　５ 　４ １２ ２１

２年生 １１ 　７ 　８ ２６

１年生 　３ 　６ 　５ １４

５歳 　８ １０ 　８ ２６

４歳 　６ 　７ 　７ ２０

３歳 　６ 　６ １０ ２２

２歳 　２ 　９ 　６ １７

１歳 １１ 　３ １３ ２７

０歳 　４ 　８ 　４  １６ 

合計 ８７ ８７ １０４ ２７８

議長動静 5月16日　南会津地方町村議長会総会／令和元年度南会津地方議長会の年間計画の審議及びの地域課題を協議しました。第60回南会
津地方議員大会は南会津町御蔵入交流館で開催することに決まり、行事計画、記念講演会などの詳細を協議しました。
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大
お お

塚
つ か

純
じゅん

一
い ち

郎
ろ う

議員

問
町
は
平
成
26
年
に

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
登
録
と
な
っ
た
。
現

在
、
令
和
３
年
の
Ｊ
Ｒ
只

見
線
の
再
開
通
を
目
標
に

復
旧
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で

行
な
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
令
和
５
年
の
国
道
２

８
９
号
八
十
里
越
の
開
通

を
目
標
に
、
国
、
県
が
工

事
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て

い
る
。
今
年
は
町
制
施
行

60
周
年
を
迎
え
る
が
、
今

後
ど
の
よ
う
な
誘
客
計
画

を
持
っ
て
観
光
施
策
を
進

め
て
い
く
の
か
。

答
交
流
人
口
の
拡
大

に
向
け
て
効
果
的

な
施
策
を
展
開
し
て
い

く
。
今
年
度
は
、
奥
会
津

た
だ
み
の
森
キ
ャ
ン
プ
場

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
た
。
ま
た
、
森
林
の

分
校
ふ
ざ
わ
や
季
の
郷
湯

塩
沢
駅
を
河
井
記
念
館
前
に

答 

Ｊ
Ｒ
と
協
議
す
る

ら
里
な
ど
と
連
携
し
た
自

然
体
験
型
観
光
を
進
め
る

た
め
、
観
光
ま
ち
づ
く
り

協
会
な
ど
と
連
携
し
て

様
々
な
誘
客
活
動
を
展
開

し
て
い
く
。

問
観
光
誘
客
を
図
る

上
で
、
一
番
重
要

な
こ
と
は
受
け
入
れ
態
勢

の
充
実
、整
備
だ
と
思
う
。

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
整
備

や
国
道
沿
い
の
除
草
作
業

問
町
が
生
き
残
っ
て

い
く
た
め
に
は
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、

具
体
的
な
魅
力
あ
る
政
策

を
、大
胆
に
思
い
切
っ
て
、

実
行
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的

な
政
策
は
。

答
今
年
度
か
ら
、
国

の
地
方
創
生
推
進

交
付
金
事
業
と
し
て
、
移

住
支
援
事
業
が
実
施
さ
れ

る
。
町
内
へ
の
就
業
推
進

の
た
め
企
業
に
対
し
て
、

県
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト

へ
の
登
録
を
促
し
て
い

る
。町
と
し
て「
移
住
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
配
置

し
、
移
住
体
験
ツ
ア
ー
を

企
画
し
、
移
住
希
望
者
が

町
内
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
た
め
の
総
合
的
な
サ

ポ
ー
ト
を
行
な
う
。ま
た
、

町
営
住
宅
の
整
備
、
空
き

家
の
利
活
用
の
推
進
支
援

の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
。

来館者数が増え続ける河井記念館

の
徹
底
、
河
川
内
の
や
な

ぎ
等
の
樹
木
伐
採
な
ど
、

自
然
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
必
要
だ
。

　

今
だ
か
ら
こ
そ
、
会
津

塩
沢
駅
を
河
井
継
之
助
記

念
館
の
前
に
移
転
整
備
す

べ
き
と
思
う
。

答
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
県

と
協
議
し
、
駅
の

移
転
整
備
が
で
き
る
か
ど

う
か
可
能
性
を
要
望
し
て

い
く
。

人口5000人政策を
答 移住定住促進プランで進める

議長動静 5月17日　令和元年只見町商工会第59回通常総代会／只見町商工会第59回通常総代会が商工会館で開催され、平成30年度事業実績報告と会計報告、
令和元年の事業計画、予算などが審議されました。人口の減少や後継者の高齢化など、課題が山積している中で、熱心に議案審議が行なわれました。
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自然ガイドの増員組織化を
答 活動状況を見て検討

　
　
　

最
近
、
観
光
関
連

が
低
迷
し
て
い

る
。
活
性
化
さ
せ
る
に
は

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に

認
定
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い

自
然
を
観
光
誘
客
に
つ
な

げ
る
の
が
効
果
的
だ
。
そ

の
た
め
に
は
、
専
門
知
識

を
持
つ
公
認
自
然
ガ
イ
ド

を
増
や
し
、
訪
れ
た
観
光

客
に
只
見
の
素
晴
ら
し
さ

を
体
感
し
て
も
ら
う
こ
と

が
大
事
だ
。
ガ
イ
ド
の
活

動
状
況
と
、
ガ
イ
ド
の
増

員
や
組
織
化
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答
公
認
自
然
ガ
イ
ド

が
観
光
協
会
の
要

請
を
受
け
、
町
の
自
然
や

問

藤
ふ じ

田
た

 力
ちから

議員

文
化
を
紹
介
し
て
い
る
。

増
員
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
状
況
を
見
て

検
討
し
た
い
。

　
　
　

ガ
イ
ド
は
何
名
い

る
の
か
。
ガ
イ
ド

を
頼
む
と
き
の
「
流
れ
」

は
ど
う
な
る
か
。
ま
た
、

ガ
イ
ド
の
本
部
は
ど
こ
か
。

答
25
年
の
発
足
時
16

名
で
、
現
在
は
21

名
い
る
。
観
光
協
会
が
窓

口
に
な
っ
て
対
応
し
て
い

る
。
本
部
と
い
う
組
織
に

な
っ
て
い
な
い
。

　
　
　

観
光
協
会
の
窓
口

は
便
宜
上
、
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
だ
と
思
う
。
ス
ム
ー
ズ

に
観
光
誘
客
を
進
め
る
に

は
法
人
組
織
の
ガ
イ
ド
協

会
を
組
織
化
す
る
の
が
一

番
良
い
と
考
え
る
が
。

答
ガ
イ
ド
は
、
公
認

自
然
・
河
井
継
之

助
・
森
林
の
分
校
ふ
ざ
わ
・

街
中
と
活
動
さ
れ
て
い

る
。
ど
の
形
で
組
織
化
す

る
か
検
討
し
た
い
。

問問

　
　
　

新
潟
・
福
島
豪
雨

災
害
か
ら
８
年
、

八
木
沢
か
ら
伊
南
川
合
流

点
ま
で
の
河
川
改
修
説
明

会
を
早
急
に
開
催
す
べ
き

と
考
え
る
。

答
県
で
は
来
年
度
、

改
修
設
計
が
完
了

後
に
地
元
説
明
会
を
行
な

い
な
が
ら
工
事
を
進
め
る

予
定
だ
。
町
と
し
て
も
早

急
に
地
元
に
説
明
す
る
よ

う
強
く
要
望
し
た
い
。

　
　
　

町
民
は
、
説
明
会

が
い
つ
あ
る
か
。

着
工
は
い
つ
か
を
待
っ
て

い
る
。

答
今
年
度
中
に
詳
細

設
計
が
完
成
す

る
。
そ
の
後
、
地
元
説
明

会
と
な
る
。
柴
倉
橋
上
流

の
中
島
の
撤
去
も
土
地
の

買
収
が
で
き
れ
ば
検
討
し

た
い
と
説
明
し
て
い
る
。

問問 河
川
改
修
説
明
会
を
早
急
に

答 

強
く
県
に
要
望

大量の土砂が堆積する伊南川・只見川合流点

議長動静 5月20日　第３回議員政策研究勉強会を開催／この企画は町当局と議会が一堂に会し、当面している行政課題などについて情報を共有し、忌憚のない意見交換の場とする狙い
で開催するものです。今回は、議会事務局長と総務課長を囲み、国の地方制度改革の一環として進められている議会機能と定数、議会議員の政治活動について理解を深めました。
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鈴
す ず

木
き

 征
すすむ

議員

　
　
　

只
見
地
区
の
農
地

は
昭
和
の
耕
地
整

理
の
ま
ま
で
近
年
管
理
さ

れ
て
な
い
農
地
も
目
立
ち

景
観
上
も
良
く
な
い
。
今

後
の
事
業
計
画
を
問
う
。

答
新
町
地
区
の
一
部

を
除
き
、
大
正
か

ら
昭
和
に
整
備
さ
れ
た
小

区
画
の
農
地
が
主
で
道
路

幅
も
狭
く
農
業
生
産
効
率

問

が
悪
い
状
況
に
あ
る
。
県

と
事
前
協
議
を
重
ね
本
年

事
業
採
択
と
な
っ
た
。
今

年
度
は
、
地
区
の
現
況
、

水
路
調
査
な
ど
を
行
な
い

な
が
ら
地
元
協
議
を
重
ね

て
い
く
。

　

今
後
事
業
計
画
が
認
め

ら
れ
れ
ば
受
益
者
負
担
は

な
い
。
工
事
は
調
査
設
計

な
ど
を
経
て
令
和
５
年
着

工
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　

農
家
負
担
に
つ
い

て
も
う
一
度
詳
細

を
伺
い
た
い
。

答
一
定
の
要
件
を
満

た
せ
ば
受
益
者
負

担
は
な
い
。そ
の
要
件
は
、

今
後
の
只
見
地
区
の
農
地

を
誰
が
守
っ
て
い
く
か
等

事
業
計
画
で
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

問

担い手確保の見通しは
答 新たなライスセンターでの受託も

近年管理されていない只見地区の農地

只
見
地
区
の
ほ
場

整
備
計
画
は

答 
令
和
５
年
着
工
予
定

　
　
　

小
規
模
で
後
継
も

な
く
農
地
を
手
放

し
た
い
人
も
多
い
。
離
農

希
望
者
の
扱
い
は
ど
う
な

る
。答

お
金
で
精
算
す
る

方
法
も
あ
る
。
価

格
は
地
域
で
決
め
て
い
た

だ
く
。
ま
た
、
中
間
管
理

機
構
に
預
け
る
方
法
も
あ

る
。

　
　
　

只
見
町
に
小
規
模

農
家
の
基
準
は
あ

る
の
か
。

答
規
模
、
収
入
な
ど

か
ら
考
え
ら
れ
る

が
、
定
ま
っ
た
定
義
は

は
っ
き
り
し
な
い
。

　
　
　

担
い
手
の
確
保
見

通
し
は
。
ま
た
、

只
見
地
区
の
農
業
振
興
の

考
え
方
は
。

答
担
い
手
に
つ
い
て

は
、
３
農
家
が
共

同
で
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の

整
備
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
只
見
地
区
の
農
地
は

26
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
こ
の
最

大
受
け
入
れ
は
50
ヘ
ク

問問問

タ
ー
ル
で
作
業
受
託
が
主

に
な
る
。
今
後
の
農
業
振

興
に
つ
い
て
は
、
ト
マ
ト

や
米
が
主
体
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。
米
を
つ
か
っ

た
六
次
化
、
米
粉
な
ど
も

始
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　

滝
神
社
か
ら
三
石

参
道
付
近
は
昔
の

一
等
地
で
う
ま
い
コ
メ
が

と
れ
る
。
只
見
の
う
ま
い

コ
メ
と
し
て
売
り
出
す
こ

と
も
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
と
に
か
く
今
は
、

土
地
改
良
事
業
で

効
率
化
を
目
指
し
て
い

く
。
そ
の
後
町
全
体
の
中

で
販
売
な
ど
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
き
た
い
。

問

議長動静 5月21日　令和元年度会津縦貫道整備促進期成同盟会総会／会津縦貫道整備促進期成同盟会総会が会津若松市内で開催され、平成
30年度事業及び決算報告、令和元年事業計画及び予算、加盟町村の負担金が承認されました。
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危機感で『攻めの行政』を
答 湯ら里は年内に結論

　
　
　

観
光
交
流
を
進
め

る
受
け
入
れ
態
勢

が
弱
い
。
現
在
、
町
全
体

の
宿
泊
収
容
は
、
約
６
８

０
名
だ
が
、
今
後
こ
の
収

容
人
数
の
目
標
値
は
あ
る

の
か
。

答
数
値
は
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
。

　
　
　

今
後
町
が
交
流
人

口
を
増
や
す
上
で
、

公
共
施
設
で
あ
る
湯
ら
里

の
役
割
は
大
き
い
。
目
標

値
が
あ
っ
て
改
修
計
画
も

始
ま
る
。
仮
に
、
湯
ら
里

が
部
屋
数
を
増
や
し
、
現

在
の
年
間
約
１
万
人
の
宿

泊
が
倍
の
２
万
人
集
客
で

き
た
と
す
れ
ば
収
益
改
善

問問

は
大
き
い
。

答
湯
ら
里
の
位
置
づ

け
は
重
要
と
認
識

し
て
い
る
。
相
当
の
投
資

に
な
る
の
で
十
分
に
検
討

が
必
要
だ
。

　
　
　

経
営
を
考
え
る
か

ら
こ
そ
、
改
修
が

必
要
だ
。
い
つ
ま
で
に
答

え
を
出
さ
れ
る
の
か
。

答
年
内
に
は
方
向
性

を
出
し
た
い
。

問
人
口
減
少
に
立
ち

向
か
う
の
に
、
今

ま
で
通
り
の
や
り
方
、
考

え
方
の
延
長
線
上
に
光
が

見
え
る
の
か
。
町
長
以
下

職
員
、
我
々
、
町
民
、
よ

り
以
上
の
危
機
感
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
攻
め
の

行
政
を
望
む
。

答
の
ん
び
り
し
て
い

く
考
え
方
で
は
な

い
。早
期
に
出
す
べ
き
は
、

早
期
に
結
論
を
出
し
て
い

く
。

問

目
め

黒
ぐ ろ

仁
じ ん

也
や

議員

農家民泊交流が増えている

　
　
　

３
月
に
障
が
い
者

施
設
『
じ
ね
ぇ
ん

と
』
の
委
託
事
業
者
決
定

の
競
争
性
に
つ
い
て
指
摘

し
た
。
規
則
に
沿
っ
た
、

そ
し
て
、
地
域
も
県
な
り

会
津
な
り
を
含
め
て
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
採
用
す

る
答
弁
だ
っ
た
が
、
結
果

と
し
て
一
者
に
だ
け
に
公

募
情
報
が
流
れ
た
結
果
だ
。

答
公
平
性
か
ら
ホ
ー

ム
ペ
―
ジ
を
採
用

し
た
が
、
他
に
情
報
が
分

か
り
づ
ら
か
っ
た
点
は
反

省
が
あ
る
。
今
後
は
地
域

限
定
も
検
討
す
る
。

問
結
果
し
て
競
争
性

が
生
ま
れ
て
い
な

い
。
競
争
に
参
加
し
た
い

事
業
者
様
が
参
加
で
き
な

い
。
年
度
中
も
う
一
度
公

募
を
や
り
直
す
考
え
は
な

い
か
。

答
１
年
契
約
で
業
務

が
進
ん
で
い
る
。

次
年
度
か
ら
の
対
応
で
検

討
し
た
い
。

問
約
束
で
き
る
か
。

答
主
旨
尊
重
し
、
来

年
度
以
降
実
施
す

る
。

問 公
募
の
や
り
直
し
を

答 

次
年
度
か
ら
の
対
応

議長動静 5月23日　只見町シルバー人材センター設立総会／設立総会が朝日振興センターで開催されました。30数名の会員が出席され、役員
構成や今後の活動計画について熱心に協議されました。　議会でも長年の懸案であり、高齢地域社会の中で今後の活動に期待します。
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鈴
す ず

木
き

好
よ し

行
ゆ き

議員

三石神社周辺の観光開発は
答 区や牧野組合と連携して対応

問
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
再

開
通
や
道
の
駅
の

建
設
を
控
え
、
三
石
神
社

を
中
心
と
し
て
、瀧
神
社
、

ゆ
り
平
、
ス
キ
ー
場
の
夏

季
利
用
、
要
害
山
を
巡
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備
が

必
要
と
考
え
る
。
計
画
は

あ
る
か
。

答
三
石
神
社
は
重
要

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
一
つ
と
認
識
し
て
い

る
。
現
在
は
只
見
区
や
牧

野
組
合
に
お
い
て
良
好
に

管
理
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
ス
キ
ー
場
の
夏
季
利

用
に
つ
い
て
は
土
壌
が
悪

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
有
効

な
活
用
方
法
を
見
出
せ
て

い
な
い
。

　
　
　
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
再

開
通
を
見
越
し
て

只
見
駅
と
そ
の
周
辺
の
整

備
、
改
修
が
必
要
と
考
え

る
が
、
計
画
は
あ
る
か
。

答
駅
の
所
有
者
は
Ｊ

Ｒ
東
日
本
で
あ

り
、
改
修
に
は
協
議
が
必

要
だ
。
今
は
全
線
再
開
通

を
優
先
し
て
進
め
て
行
く
。

　
　
　
「
只
見
線
観
光
路

線
化
モ
デ
ル
創
出

事
業
」
の
実
施
に
よ
り
、

問問

只
見
駅
の
利
用
人
数
は
ど

の
程
度
の
増
加
を
見
込
ん

で
い
る
か
。

答
豪
雨
災
害
前
の
利

用
客
数
１
日
49
人

を
、
全
線
開
通
後
は
１
日

１
０
０
人
と
す
べ
く
、
観

光
ま
ち
づ
く
り
協
会
に
事

業
委
託
し
て
実
施
し
て
い

る
。

　
　
　
Ｊ
Ｒ
只
見
駅
、
会

津
蒲
生
駅
、
会
津

塩
沢
駅
周
辺
の
環
境
整
備

問

只
見
駅
の
整
備
、
改
修
計
画
は

答 

全
線
再
開
通
を
優
先

も
必
要
と
考
え
る
が
計
画

は
あ
る
か
。

答
Ｊ
Ｒ
只
見
駅
前
の

駐
車
場
は
土
地
所

有
者
が
入
組
ん
で
お
り
、

そ
の
解
消
が
で
き
れ
ば
整

備
を
進
め
た
い
。
会
津
蒲

生
駅
、
会
津
塩
沢
駅
に
つ

い
て
は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト

ま
で
の
道
中
の
環
境
美

化
、
観
光
客
を
楽
し
ま
せ

る
工
夫
を
検
討
す
る
。

　
　
　

只
見
駅
に
降
り
た

と
き
の
観
光
案
内

看
板
が
目
立
た
な
い
。
整

備
計
画
は
あ
る
か
。

答
四
季
折
々
の
看
板

等
も
含
め
、
検
討

す
る
。

問

整備が望まれるＪＲ只見駅

問
花
を
植
え
た
り
、

ウ
サ
ギ
や
羊
な
ど

の
小
動
物
と
触
れ
合
え
た

り
、
蛍
や
水
生
昆
虫
等
を

観
察
で
き
た
り
す
る
な
ど

の
周
辺
整
備
を
行
な
う
と

共
に
、
案
内
看
板
の
充
実

を
図
り
、
交
流
人
口
の
拡

大
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

は
い
か
が
か
。

答
三
石
神
社
周
辺
の

観
光
開
発
に
つ
い

て
は
い
た
だ
い
た
提
言
を

含
め
て
、
関
係
者
と
連
携

し
な
が
ら
対
応
し
て
行
く
。

議長動静 5月29日　会津総合開発協議会中央要望会／会津地方での国直轄事業等、国の予算確保として緊急性の高いものを厳選して要望しました。地
方財源の充実と確保(財務省、総務省)、八十里越整備促進（国土交通省)原発事故と風評被害(復興庁)、及び議員会館で要望活動を行ないました。
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酒
さ か

井
い

右
ゆ う

一
い ち

議員

医療現場の危機を問う
答 看護師確保に専念

　
　
　

朝
日
診
療
所
の
入

院
・
救
急
医
療
の

現
場
で
、
今
何
が
起
こ
っ

て
い
る
か
承
知
し
て
い
る

か
。答

私
の
と
こ
ろ
に
直

接
苦
情
は
入
っ
て

い
な
い
。
な
お
、
確
認
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　

で
は
、
現
場
の
悲

痛
な
声
を
こ
こ
で

聴
い
て
い
た
だ
く
。

　
『
今
日
、
若
山
所
長
が

患
者
さ
ん
の
ご
家
族
と
お

電
話
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
津
若
松
の
病
院
か
ら

診
療
所
に
転
院
で
き
な
い

こ
と
、
家
で
過
ご
す
こ
と

問問

に
非
常
に
不
満
や
怒
り
が

あ
る
よ
う
だ
っ
た
と
伺
い

ま
し
た
。
こ
の
患
者
さ
ん

の
ご
家
族
だ
け
で
な
く
、

す
で
に
何
十
人
も
の
方
を

満
床
で
入
院
を
お
断
り
し

て
、
南
会
津
病
院
や
若
松

市
内
に
送
っ
て
い
ま
す
。

医
師
も
看
護
師
も
、
患
者

や
家
族
の
負
担
を
承
知
で

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

現
場
の
職
員
も
辛
い
で

す
。
患
者
や
家
族
は
も
っ

と
大
変
で
す
。
町
長
に
町

民
の
負
担
が
増
え
て
い
る

こ
と
を
お
伝
え
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
診
療
所
の
理

想
や
方
針
を
町
長
が
理
解

し
て
、
必
要
な
人
材
確
保

に
今
以
上
に
努
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。』（
原

文
の
ま
ま
資
料
配
布
）

　

こ
れ
は
診
療
所
の
現
状

を
議
会
で
報
告
し
て
く
れ

と
い
う
現
場
の
悲
鳴
だ
。

不
満
は
す
べ
て
医
師
や
看

護
師
に
向
く
。
本
来
は
町

長
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
も

の
だ
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事
態

に
な
っ
た
の
か
問
う
。

答
入
院
体
制
に
つ
い

て
は
、
患
者
さ
ん

に
迷
惑
を
か
け
申
し
訳
な

い
と
考
え
て
い
る
。
看
護

師
募
集
は
、
ま
だ
見
つ
か

っ
て
い
な
い
が
日
々
努
力

し
て
い
く
。
現
実
多
く
の

方
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る

な
ら
、
早
急
に
対
応
し
て

い
く
の
が
当
面
の
課
題
と

考
え
て
い
る
。

問
人
材
確
保
は
町
長

の
権
限
だ
。
他
に

誰
も
持
ち
え
な
い
権
限
を

持
ち
、
職
員
、
財
源
、
さ

ら
に
機
動
力
を
持
っ
て
い

る
。
町
長
の
現
状
認
識
が

甘
い
か
、
努
力
が
足
り
な

い
の
で
は
な
い
か
。

答
任
期
付
き
職
員
を

配
置
し
て
今
は
９

床
あ
る
。

問
朝
日
診
療
所
は
入

院
19
床
だ
。
10
床

空
い
て
い
る
。
人
事
管
理

が
適
正
な
ら
ば
「
既
に
何

十
人
も
の
方
を
満
床
で
入

院
お
断
り
し
て
…
」
と
言

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

答
ま
ず
、
事
務
局
職

員
の
充
実
を
図
り
、

診
療
所
の
基
盤
を
安
定
さ

せ
医
師
・
看
護
師
確
保
に

専
念
す
る
。

深刻な看護師不足

議長動静 5月31日　只見川河川整備促進期成同盟会総会／令和元年度総会が季の郷・湯ら里で開催されました。国・県に対する要望事項、河
川整備の早期実施、予算の確保、河川管理の強化、総合的な治水対策など今後の活動計画を決めました。
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給食センターに納入される地元産食材

山
や ま

岸
ぎ し

国
く に

夫
お

議員

　
　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
の

小
中
学
生
へ
の
給

食
提
供
は
、
食
育
の
面
か

ら
も
重
視
さ
れ
て
き
た
。

特
に
地
元
産
食
材
を
活
か

し
て
只
見
町
の
良
さ
を
子

ど
も
た
ち
に
伝
承
す
る
こ

と
は
大
事
だ
。
地
元
産
野

菜
を
持
続
的
に
提
供
す
る

体
制
づ
く
り
を
町
は
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会

問

委
員
か
ら
の
紹
介
で
新
規

納
入
者
の
拡
大
を
図
っ
て

い
る
が
、
新
た
な
仕
組
み

づ
く
り
も
視
野
に
入
れ
た

い
。

　
　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
へ

の
野
菜
の
納
入
は
、

応
募
で
は
進
ま
な
い
。
直

接
依
頼
し
協
力
を
得
る
こ

と
が
必
要
。
町
の
体
制
構

築
が
必
要
で
あ
る
。
担
当

課
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

問

健診負担額の軽減を
答 次年度からやり方を検討

給
食
に
地
元
産
食
材
を

答 
生
産
と
消
費
を
含
め
検
討

　
　
　

今
年
度
の
総
合
健

診
の
内
、
胃
が
ん

Ｘ
線
検
査
（
バ
リ
ウ
ム
）

の
受
診
会
場
が
昨
年
度
と

比
較
し
て
７
会
場
で
検
査

が
な
く
な
っ
た
が
、
昨
年

と
比
較
し
た
受
診
者
の
変

化
と
、
こ
れ
ま
で
同
様
の

会
場
で
受
診
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。

答
胃
が
ん
検
査
方
法

が
Ｘ
線
か
ら
胃
カ

メ
ラ
へ
の
切
替
え
の
検
討

が
背
景
に
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
検
査
委
託
先
が
車
輌

問

老
朽
化
と
更
新
を
行
な
わ

な
い
こ
と
で
会
場
を
調
整

し
た
。
受
診
者
は
昨
年
比

８
人
減
、
３
年
前
比
45
人

減
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

特
定
健
診
の
自
己

負
担
額
が
国
保
加

入
者
40
歳
以
上
で
１
０
０

０
円
か
ら
１
５
０
０
円

に
、
16
歳
以
上
39
歳
以
下

は
無
料
か
ら
５
０
０
円
に

増
え
て
い
る
。
近
隣
町
村

で
は
、
健
康
診
査
特
定
健

診
の
個
人
負
担
額
を
全
検

査
無
料
・
一
部
無
料
化
し

て
い
る
。
町
も
軽
減
処
置

す
べ
き
。

答
特
定
健
診
自
己
負

担
額
の
増
は
、
心

電
図
・
眼
底
・
貧
血
検
査

の
追
加
検
査
実
施
の
２
４

５
８
円
の
内
５
０
０
円
の

自
己
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

問
受
診
率
引
き
上
げ

と
町
民
の
健
康
守

る
た
め
に
も
軽
減
を
。

答
次
年
度
か
ら
や
り

方
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

問

答
町
内
の
関
係
者
と

の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
生
産
と
消
費
を
含

め
検
討
す
る
必
要
あ
る
。

対
策
室
、
農
林
建
設
、
教

育
委
員
会
と
振
興
セ
ン

タ
ー
も
含
め
議
論
し
て
い

く
。

議長動静 6月2日　塩沢地区山菜祭り／恒例の山菜祭りが開催されました。好天に恵まれ例年以上の来場者にお越しいただき、只見町の交流人
口の増加に繋がるものと期待されます。
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目
め

黒
ぐ ろ

道
み ち

人
と

議員

観光ドメイン町管理へ
答 指定管理者と協議

問
今
年
は
浅
雪
の
た

め
六
十
里
越
の
再

開
通
も
早
く
、
観
光
客
が

増
え
て
い
る
実
感
が
あ
る

が
、
観
光
施
設
の
案
内
は

も
っ
と
親
切
で
あ
る
べ
き

と
考
え
る
。
恵
み
の
森
な

ど
山
間
の
奥
地
に
あ
る
観

光
地
へ
の
案
内
が
ほ
ぼ
無

い
た
め
、
初
め
て
向
か
う

観
光
客
は
途
中
で
不
安
に

な
る
と
聞
く
。
現
状
は
ど

う
か
。

答
確
か
に
案
内
看
板

が
少
な
い
。現
在
、

指
定
管
理
者
等
と
協
議
中

だ
。
観
光
シ
ー
ズ
ン
で
も

あ
り
、
と
り
急
ぎ
簡
易
的

に
は
な
る
が
案
内
看
板
の

設
置
を
急
ぎ
た
い
。

問
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
情
報
提
供
も

問
亀
岡
ス
ポ
ー
ツ
パ

ー
ク
に
お
け
る
イ

ベ
ン
ト
開
催
な
ど
努
力
は

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
オ

ー
プ
ン
当
初
に
期
待
し
た

ほ
ど
の
誘
客
効
果
は
出
て

い
な
い
と
感
じ
る
。
こ
の

状
況
を
踏
ま
え
る
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て

設
置
さ
れ
た
ト
レ
ー
ラ
ー

ハ
ウ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
位
置
も
含
め
見
直

す
時
期
が
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

答
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ

ス
は
移
動
で
き
る

仕
様
に
は
な
っ
て
い
る

が
、
今
の
時
点
で
移
動
は

考
え
て
い
な
い
。

問
利
用
事
業
者
の
人

生
が
か
か
っ
て
い

る
。
多
く
の
場
合
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
は
人
通

り
の
あ
る
商
店
街
の
中
に

あ
る
も
の
だ
。
現
在
地
は

適
さ
な
い
。
事
業
者
育
成

の
た
め
に
も
ス
ポ
ー
ツ
パ

ー
ク
構
想
と
は
切
り
離
し

て
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

亀
岡
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の

移
動
を

答 

今
後
検
討

観光施設のドメイン管理は町の責任です

同
様
に
感
じ
て
い
る
。
特

に
町
が
管
理
す
る
観
光
施

設
で
は
独
自
ド
メ
イ
ン
で

運
用
さ
れ
て
い
な
い
と
こ

ろ
も
あ
る
。
独
自
ド
メ
イ

ン
を
提
案
さ
れ
た
経
緯
は

あ
る
か
。

答
こ
れ
ま
で
は
な
い
。

問
独
自
ド
メ
イ
ン
で

運
営
さ
れ
る
サ
イ

ト
は
一
次
情
報
と
し
て
信

頼
さ
れ
る
も
の
だ
。
ま
た

様
々
な
印
刷
物
に
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
記
載
が
さ
れ
て

い
る
た
め
、
指
定
管
理
者

が
変
わ
る
度
に
ド
メ
イ
ン

が
変
わ
っ
て
は
困
る
。
ド

メ
イ
ン
の
取
得
・
管
理
は

町
の
管
理
物
件
と
し
て
取

り
扱
っ
て
は
ど
う
か
。

答
ご
指
摘
は
そ
の
通

り
な
の
で
、
指
定

管
理
者
と
協
議
し
た
い
。

議長動静 6月5日　第4回議員政策研究勉強会を開催／４回目の政策研究会は、診療所事務長と振興センター長を招いて開催しました。診療所では看護師の不足により患者が入院できな
い等、医療サービスに支障を来たしており、緊急の対策が求められていること。各振興センターの活動状況の報告を頂き、センターの仕事や役割について意見交換を行ないました。
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表彰

奥会津五町村議会議長連絡協議会福島県町村議会議長会

　

平
成
25
年
に
柳
津
町
、

三
島
町
、
金
山
町
、
昭
和

村
、
只
見
町
の
奥
会
津
五

町
村
で
組
織
さ
れ
た
。
最

大
の
目
的
は
、
豪
雨
災
害

で
被
災
し
た
Ｊ
Ｒ
只
見
線

の
復
旧
を
目
指
し
て
目
的

達
成
の
た
め
の
活
動
を
連

携
し
て
行
な
う
も
の
で
７ 

年
が
経
過
し
た
。

　

６
月
３
日
令
和
元
年
の

定
例
会
が
福
島
市
で
開
催

さ
れ
、
平
成
30
年
度
事
業

報
告
と
決
算
報
告
を
協

議
。
今
年
の
事
業
計
画
で

は
、
特
に
只
見
線
復
旧
後

の
利
活
用
を
最
重
要
課
題

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と

し
た
。

　

６
月
３
日
令
和
元
年
の

定
例
会
が
福
島
市
で
開
催

さ
れ
、
平
成
30
年
度
事
業

報
告
と
決
算
報
告
を
協

議
。
今
年
の
事
業
計
画
で

は
原
発
風
評
被
害
の
払

拭
、
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
早
期

災
害
復
旧
な
ど
の
国
要

望
、
国
道
２
８
９
号
線
の

整
備
促
進
な
ど
が
決
議
さ

れ
た
。

　

そ
の
他
、
下
記
の
重
点

事
項
な
ど
が
決
定
し
た
。

〇
教
育
文
化
振
興

〇
少
子
化
対
策
の
強
化

〇
地
方
創
生
の
推
進

〇
地
方
分
権
改
革
の
推
進

〇
町
村
財
政
基
盤
の
強
化

〇
地
域
医
療
の
向
上

〇
議
員
な
り
手
不
足
対
策

の
強
化

復
旧
後
・
利
活
用
策
最
重
点

教
育
文
化
振
興
な
ど
を
決
議

　

６
月
３
日
に
開
催
さ
れ

た
福
島
県
町
村
議
会
議
長

会
令
和
元
年
度
定
期
総
会

に
お
い
て
、
齋
藤
邦
夫
議

長
が
特
別
功
労
者
と
し

て
、
次
の
５
名
の
議
員
が

自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰

が
決
定
さ
れ
、
６
月
第
２

回
会
議
で
表
彰
状
が
伝
達

さ
れ
た
。

　

藤
田　
　

力

　

酒
井　

右
一

　

佐
藤　

孝
義

　

大
塚
純
一
郎

　

中
野　

大
德

６議員に

功労者表彰

議
長
動
静

抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

賑わいを取り戻せ只見線

子供達は地域の宝

勤続11年議員に表彰状を伝達（6/11議場）

議長動静 6月9日　布沢区災害復旧区民感謝の集い「春待ち橋完成」／平成29年災害復旧区民感謝の集いにお招きいただきました。布沢集落では「小っちゃ
くてもいいじゃないか、皆が訪れる村を創ろう」と、村の玄関口に「春待ち橋」をつくりました。命名式や区民全員による渡り初めが行なわれました。
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集

後

記

長谷川 晃 裕
は　 せ　がわ　　あき　  ひろ

vol.20

シリーズ

只見高校　２年

私は、昨年の４月に新

潟からこの只見町に山村

教育留学生として来まし

た。自然首都の名のとおり、この只見の地は

豊かな自然で溢れています。そのような素晴

らしい環境で日々学校生活をのびのびと楽し

んでいます。また、この只見に来て、他の場

所では難しいであろう様々な経験をすること

ができています。７月末にはＲ289に参加

します。

Ｒ289には昨年も参加しました。道中、

大変急で険しい上り坂があり、必死にペダル

をこいだことが大変印象に残っています。苦

労しながらもゴールした時の達成感は最高

で、一生忘れられないものとなりました。こ

ういった経験ができる只見に来て良かったと

思っています。

只見での貴重な体験

渡 部 春 輝
わた　  なべ　  はる　　  き

只見高校　２年

私はこの只見の地で生
まれ、17年間只見に住ん
でいます。振り返れば、
家族や地域の方々に支え

られたおかげで無事17年間過ごすことがで
きたと思っています。
「地域の方々に支えられる」というこの言

葉について、日常生活の中で考える機会が多
くあります。只見は小さな町だからこそ、こ
のような言葉が身近に感じられる環境がある
と思います。誰かに会えば笑顔で挨拶し、時
にはそのまま立ち話をしながら互いの近況報
告をしたり、何気ない会話で互いに笑いあっ
たりする場面をしばしば見かけます。そし
て、そのような会話は年齢の壁を越えて行わ
れています。互いに互いを気に掛け合いなが
ら、一つのコミュニティを作り上げていこう
とする部分が只見町の良さだと考えていま
す。
もし将来私に子どもができたら、只見町の

ような温かい心で溢れた場所で育てたいと
思っています。

心温かい只見で

発行：只見町議会広報広聴常任委員会
〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591番地30
TEL .0241-82-5300   FAX .0241-82-5222 E-mail:gikai@town.tadami.lg.jp

元
号
が
令
和
に
な
り
、
新

し
い
時
代
が
幕
を
開
け
ま
し

た
。平
成
の
改
元
と
は
違
い
、

祝
福
ム
ー
ド
で
温
か
な
ス

タ
ー
ト
が
切
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
、
今

年
は
記
録
的
な
暖
冬
だ
っ
た

た
め
に
野
生
動
物
の
活
動
が

活
発
な
ん
だ
そ
う
で
、
な
ん

と
な
く
子
ネ
ズ
ミ
が
多
い
よ

う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
農

作
物
へ
の
影
響
が
心
配
な
の

で
、
野
生
動
物
ば
か
り
が
活

発
に
増
え
る
よ
う
で
は
い
け

ま
せ
ん
。
わ
が
町
に
も
令
和

ベ
ビ
ー
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ

る
よ
う
な
、
温
か
な
時
代
に

し
た
い
も
の
で
す
。

（
目
黒
　
道
人
委
員
）

発
行
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者
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長
　
齋
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委
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長
　
目
黒
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長
　
目
黒
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人
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大
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一
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岸
　
国
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鈴
木
　
好
行


